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ライトノベルの余白分析方法の検討

坂東 将光 ∗ 瓦谷 嵐 ∗∗

Investigation of Margin Analysis Method of Light Novels
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Recently, it has been known that the youth reading (novels, magazines, internet columns, and so on) has decreased.
On the other hand, light novels are selling well, and internet novels are also very popular among youth. These facts
indicate that analyzing these properties can reveal the tendency for young people to read. In this paper, we propose a
new method for margin analysis of various light novels using Python and openCV, and we show the verification results
of the method.
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1. 緒言

近年、若者の読書量が減少していることが知られている。

全国大学生活共同組合連合会が行った第 54回学生生活実体
調査 [1] では、図 1に示すとおり大学生のうち 1日の読書量
は 2012年以降減少の一途を辿っており、全く読書をしない
大学生も 6年間で約 14％増加している。同調査では高校ま
での読書時間分布も調査しているが、その結果からは図 2に
示すとおり小学校卒業後からの読書量の減少が著しいことが

わかる。

このように若者の読書量は減少しているが、一方でライト

ノベルの売行きは好調である。オリコンが発表している 2019
年年間本ランキング [2] によると、文庫カテゴリの売上ラン
キング上位 25 位のうち 1 位および 10 位がライトノベルで
あり、全体的に売上部数が文庫より多い BOOKカテゴリに
おいても、売上ランキング 31位および 34位がライトノベル
であった。また、ライトノベルと同様のものとしてインター

ネット上の小説 (以下ネット小説と呼ぶ) があり、ネット小
説プラットフォームの 1つである「小説家になろう」を始め
としてこちらも活況を呈している。

株式会社カイユウが 2019年に行った、小説家になろうを
運営するヒナプロジェクトへのインタビュー [3] では、同サ
イトの一ヶ月あたりのアクセス数が 20億回、ユニークユー
ザが 1,400万人程度であり、登録ユーザの約 58％が 10～20
代であることが示されている。
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昔と違い、昨今では身の回りに娯楽が多く存在し、イン

ターネット上にもゲームを始め無料の娯楽が充実しているた

め、人はどの娯楽で楽しむかをより自由に選択できる。そん

な中においてライトノベルおよびネット小説が好調であると

いうことは、これらにそれだけの若者を惹き付ける要因があ

るということに他ならない。その要因としては以下が考えら

れる。

(a) 文章が全体的に平易かつ会話文が多く読みやすい。

(b) 登場人物の多くがアニメや漫画に出てくるような特徴
的なキャラクターであり馴染み深い。

(c) ページ数は小説に近いが、余白が多いため文章量が少
なく気軽に読める。

(d) 若者受けする絵が表紙や挿絵にふんだんに使われてお
り、手に取りやすい。

(e) (ネット小説のみ) スマートフォンで手軽に読める。

このうち文章に関係するのは (a) から (c) の 3 項目である。
これらの要因を解析することで、若者が読みたくなる文章が

どのようなものか分かり、読書量の改善に繋げられるほか、

学校教材等への応用も期待できる。

本研究では、上記 (a) から (c) の要因のうち作品著者の
技量に依らず、かつ定量的に解析できるものとして (c)の余
白に着目し、その形状や量を画像解析によって分析すること

で、若者が読みたくなる文章がどのようなものかを明らかに

することを最終目的とし、そのための余白解析の方法を検討

した。本論文ではその方法を紹介するとともに、今後の解析

内容についても述べる。
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